
J.-J.Rousseauを 読 解 す る

序説

久 富 ・ 健

「我 それ 自体 とい うもの は存 在 しな い。

存 在す るの は ただ根 元語 ・我 一汝 に お

け る我 と、根 元語 ・我 一それ に おけ る我

だ け で あ る。』(1)MartinBuber

1)予 備 的考察

あ る文学作 品 を前に して、個 人的読解 を進め てい く.時、人は何 を読 み

とり、 ど うい う感動 を受 けるのだ ろ うか?そ の作 品が どん な種類 の も

のであ ろ うとも、文学が文学 であ るため には 「作者→ 読 者」 とい う基本

的関係 の 中で、想像 力の橋 わた し として 「読 解」 は成立す るの であ る。

読 む とい う行為 は、作者か らの メッセー ジ と、読 む側 の人間の思想 及び

感情 との対立 ともいえるのであ る。哲学者 デ カル トは 『方法序説』 の中

で次 の よ っに言 り。

.....lalecturedetouslesbonslivresestcommeuneconversationavecles

plushonnetesgensdessieclespasses,quienontetelesauteurs,etmeme

uneconversationetudieeenlaquelleilsnenousdecouvrentqueles

(2)
meilleursdeleurspensees

「す べ ての良書 を読 む こ とは
、それ らの著 者で ある ところの、過去 の時

代 の最 もす ぐれた人々 との、いわば談話 であ り、 しか も彼 らが その思 想

の最上 の もの をわれわれ に示 して くれ る、 よ く準備 された談話 であ るこ

とq」(傍 点筆者)

つ ま り 「読解」 とは、単 に 「文字の ある風景」 を眺め るこ とではな く、

作者 の創造 した世 界へ接近 し、そ こに構築 され た言葉 の空間 を辿 ってい
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くこ となので ある。 デカル トの説 明に よれば、その行為が 「談話」con・

versationと いうこ とにな る。読み手側 は 、想像 力 とい う因子 に よって、

感情や思考 に伝 達 される内容 を受 け とめ てい く。 日常 、私達 が、な にげ

な く 「読 んでい る」時 に も、 この読解 は 、純粋 な意味 で持続 されて いか

ねば な らない。

作者 の創造 した言葉 の空間 とは、一体 何 んであ ろうか?そ れは 、形

式的に は文章 をつみか さねてい くこ とで しか ない。要す るに、 「文体」

styleで あ り、作者の詩 的想像 力 と文才 に よって計算 された もの である。

私達 は 、その文章 の集合 を読 み とる ことで、作 品の内部へ 入 りこん でい

く。内部 には、小 説 であれば 「筋立 て」や 「プロ ッ ト」が あ り、作者 の

テーマが浮か びあが って くる。私達 は、作者 の文体 をすばや く感知 しつ

つ 、作 品の内部 と反応 し、テーマ を理解 してい く。 これが 、読解 のプ ロ

セスで はなか ろうか。

言語学上 の概 念 で考 えるな らば 、読解 の プロセス とは 、denotation(外

延 また は明示 的意味)、 と、connotation(内 包 または暗示 的意味)の 二 つ

の側 面か ら成立 して いる と思 う。唐 突な用語か もしれ ないが 、意味論的

に拡 張 してみ ると、denotationが 、 作者 が表現 した もの(文 体)を 意味

し、connotationが 、作 者の深層 か らの メ ッセージを示 している。前者 は、

表 現 として明示 され ているが、後者 は、言 外の意味 と して暗示 されて い

る。つ ま り、 この二重構 造の中 に、読解 の本質 があ る といえるで あろ う。

「眼光
、紙 背に徹 す る」 とい う読書 態度 こそ、.実は、connotationを 読 み

とるこ とに ちが いない。

しか しなが ら、私達 は 「読 解す る こと」 に よって、論理や 感情 を理解

す るこ とだけでは な く、作 者の世 界 を追体験 してい るのである。ひ とつ

の作品 、た とえば ドス トエ フスキーの 『罪 と罰』に しろ、ジ ョイスの 『若

き日の芸術家 の 肖像 』 に しろ、小説 の中へ埋 没す る読解 でなければ 、作

者 の意図 な りテー マが理解 で きるはず はない。読 み手が、追体験 してい く
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ことで、そこに見えて くる世界 ドストエフスキーの文体の息づかい、

ジョイスの表現力の確かさなど を読みとってい く。文学者の創造し

た作品は、読み手によって再現 され、体験のひとつ として私達の感性 と

思想に影響を与えるのである。

「読解」 とは、文学におけるあまりにも重要な行為 その ものであ り、

広い意味では、読み手側の自由を保証す るものであると思われる。

2)Rousseauに 向 って

私 のこの小論 では、読解 のひ とつ の具体 例 として、18世 紀 仏文 学にお

け る著名 な作家 、JeanJacquesRousseauに ス ポ ッ トをあててみること

にす る。私 に とって、 この文学者 は読解 の過程 で常に何 らか の精 神的興

奮 を与 え るの であ り、その偉大 な 多様性 ゆえにいつ も読 む ごとに新 しい

ものを発見 できる。

日本 人に は馴染 み深い この作家 は、周知 の ご とく、1712年 に 生 まれ、

フランス大革命以 前のア ンシャ ン ・レジー ム(旧 体制)の 中で生 きぬ き、

いわゆ る啓蒙思 想期 の代表的思 想家の一 人であ る。18世 紀 フ ランスは、

歴 史的にはル イ14世 の 絶対主義体制 が いきづ ま り、革命 前夜の激動期 で

あった。 その中で、ル ソー は、1750年 、 デイ ジ ョンのア カデ ミー の懸賞

論文 課題 、「学 問 と芸術の復興 は、習俗 の純化 に寄与 したか?」 に応募 し
(3)

た 。 これが見事 に当選 し、一躍 有名 になった。 この 『学 問芸 術論』 は、

第一 論文 と呼 ばれ、彼の著作 活動 の 出発 点 とな った作 品で あった。論 文

としては短 いが、彼の思想体 系の萠 芽 的な もの といえ る。 その後 、ル ソ

ー は
、1778年 、66才 で死ぬ まで、次 々 と重要 著作 を発表 して いった。第

C4)C5)

二 論 文 『人間不 平等起原論』(1755年)、 『新 エ ロイー ズ』(1761年)、 『社

(6)(7)会 契 約論』(
1762年)、 『エ ミー ル』(1762年)… … な どを続け ざまに出版 し、

当時の 人々にセ ンセー シ ョナル な影響 を与 えて いた。 『エ ミー ル』 が官
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憲に押収 され、逮捕令 が下 りてか ら、ル ソー は、各地 を転 々 とし、1770

ご

年代 以後 、孤独 な人生 を送 り、一種 の被害妄 想に悩 まされて いた。この時

に、 自己弁 明の意味 で死後 出版 された一 連の 自伝作 品 を書 きつづ けて い

(8)(9)(1①

た 。 『告 白』 に始 ま り、『対 話』、『孤独 な散歩者 の夢 想』 などの作 品群 で

あ る。近代文学 におけ る 自我の問題 は、実は 、ル ソー の これ らの作品か

ら出発 して いる と思われ る。

多面 的 な作家 であ るル ソー は、決 して、「自然に帰 れ」 とい うよ うな単純

な図式では描 くこ とは できないの である。文学史家 のG.Lansonは 、次の

ご と くル ソー をとらえる。

AinsiRousseaunousprendpartoutesnosfacultesalafoistenpolitique,

enmorale,Banslapoesie,1'eloquence,leroman,onletrouvepartout,a

(11)1'entreedetouterlesavenuesdutempspresent
.

「こ うして
、ル ソー はあ りとあ らゆ る活動 力に よってわれわれ を とら

える。政 治にお いて、道徳 に おいて、詩 において、雄弁 において 、小 説

にお いて、ひ とは いた るところ、現 代に通 ずるすべて の道 の入 口に彼 を

見 い出す のであ る司

私 自身、ル ソー をめ ぐって、その全体 のイ メー ジを とらえよ うと検討

して きたのだが 、Lansonの い うごとく、ル ソーの思想 のあ り方は 、すべ

ての ジャ ンルに問題提起 をしてい くか 、または、疑問 を投 げかけ てい く

姿勢 を基 本に して いる。それ は、一 つの画一 的体 系 をめ ざすので はな く、

個 々 の問題 を常に 〈自己〉 と対立 させ て 、体制 として構築 され た伝統 的

文 明 に向って、ア ンチ を唱 えてい く態度 なのであ る。 いわば、反文 明の

哲学者 ルソー といえるのであ る。 「考 える前 に感 じた」 人であ るル ソー

は、 その直観 力 と詩 人的感性 を もって教育原理(『 エ ミール』)を論 じ、社

会 及び政 治(『社会 契約論』)を論 じ、そ して、 自己のあ りの ままの姿(『告

白』)を発 表 したのであった。
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ル ソー の歩ん だ一生 を、事実 と人間関係 の中で追求 してい くと『告 白』

(12)
に は 書か れてい ない姿が 浮び上 って くる。例 えば、 彼の書 簡集 な どを読

む と、時 に怒 り、時に悲 しみ、意外 と二重 人格 的な性格が 随所 に見 い出

され る。16才 で 、 ジュネー ブを逃 亡 し、独学 で教養 を得 て、 自己予盾 を

かか えつつ 、38才 の 時 、『学 問芸術論 』で一 躍有名 にな り、その後、結局

自己弁護 のために 『告 白』 を書 かずに い られな くな った。彼 の生 きざま

は、実 に放 浪者の それ に近 い。 こんなル ソー の現 実存在 を、私 が想起す

る時、 ひ と りの人 間 としてのル ソーに共感 し、 また感動せ ずにはい られ

ない。

卓抜 なル ソー論 で知 られ ているJ.Starobinskiは 、 次の ような見方 を し

てい る。

Rousseaudesirelacommunicationetlatransparence.descoeurs;mailit

estfrustredanssonattente,et,choisissantlavoiecontraire,itaccepte‐et

suscite-1」 りわ3`αoZθ,quiluipermetdesereplierdapsIaresignationpassive

(13)
etdanslacertitudedesoninnocence.

「ル ソー は
、心 の交流 と透 明 とを欲 して いる。が、彼は期待 を裏切 ら

れ、反対の道 を選 び、障害 を受 けいれ一かつ それ をひき起 こす 。障害に

よって、彼は受動 的な諦めの うちに、みずか らの無 垢の確 信の うちに身

を沈め るこ とが で きるの だd

Starobinskiの 書いたルソー論、『透明と障害』は、その精神分析的方

法論を基本にした見事なものである。ルソーの世界を、言語化された作

品を通 じ、内的分析 を試みたのである。伝記的記述を避け、斬新な手法で

ルソーの全体像 を示 した。この研究は、最近のルソー研究の中で最 も重

要であると思われ る。

この小論では、ル ソーの全体像 について言及する余裕はない。前述 し

た 「読解」の行為 を通 じ、ルソーの世 界へ接近 しつつ、私 自身に映じた
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ル ソ ー の 「内 部 」 を 追 求 し て い く 。 い み じ く もル ソ ー は 、 次 の よ う に 読

者 へ 呼 び か け る 。

Jecongoisunnouveaugenredeservicearendreauxhommes:c'estdeleur

offrir1'imagefidellede1'und'entreeuxafinqu'ilsapprennentasecon-

(14)
naitre.

「私 は 人 び と に 報 い る べ き 新 し い 一 種 の 奉 仕 を 心 に 抱 い て い る
。 そ れ

は 、 人 び と が み ず か ら を 知 る と い う こ と を 学 ぶ た め に 、 人 び と の う ち の

ひ と りの 人 間 の 忠 実 な 姿(イ マ ー ジ ュ)を 提 供 す る と い う こ とで あ るd

3)読 解:『 告 白』 か ら 『夢想』 ヘ

ル ソー の 「内部」へせ まって い く試 み として 、や は り、彼の 自伝 的諸

作 品 に着 目すべ きで あろ う。 『告 白』 な どの作品の他 に、厖大な書簡集 、

数 々の 自伝 的断章 な ど、いわゆ る 自己 をめ ぐっての告 白的テ キス トが、

私 自身の 読解 の資料 として 目の前 にあ る。 数 多 くのル ソー 研 究家 が、

今 まで に提 出 して きたル ソー論 を無視す るこ とはで きない。 しか し、私

自身のル ソー解 釈 は、地 道な原文 テキス トの読解 を基 本 としなけれ ばな

(15)

らな い。Pleiade版 の ル ソー全集第1巻(自 伝作 品集)の1ペ ー ジ1ペ

ー ジを読む こと
。 そ して、次々 と私 の胸 に浮 んで くるル ソー像 を求

め るこ と。 この小論 では、その イ メー ジを少 し整理 しつつ紹介 しよ

う。

ル ソーの記述 したこ と(denotation)の 内 容が 、すべ て現 実の ジャン ・

ジャッ クであ ると考 えるのは間違 って い る。 自画像 として正確 では ある

けれ ど も、や は りル ソー の主 観 を通 じた解釈 で あ り、記憶 を想 起 しつつ 、

事 実 と嘘 を混ぜ なが ら表現 してい る と考 え るべ きで ある。勿論 、ル ソー

の 「内部 の事 実」が混乱 していた こ とも確 かで ある。 自己 と自己をめ く・

る環 境 につ いて これほ どまで こだわ り、『告 白』 とい う一大 回顧 録に とど

まらず、 自己へ の埋没が 著 しい形で あ らわれてい る。何故 、ル ソーは こ
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の よ う な 形 で 自 分 を 語 ら ね ば な ら な か っ た の か?迫 害 さ れ る と い う妄

想 が あ っ た と し て も 、 自 己 を 弁 護 し 、 ア リバ イ 証 明 を 書 き つ づ る 精 神 に

は 、 驚 くべ き も の が あ る 。

Moiseul.JesensmonCoeuretjeconnaisleshommes.Jenesuisfait

commeaucundeceuxquej'aivus;j'osecroiren'etrefaitcommeaucunde

(is)
ceuxquiexistent.

「わ た し ひ と り
。 わ た し は 自分 の 心 を 感 じ て い る 。 そ し て 人 々 を知 っ

て い る 。 わ た し は 自 分 の 見 た 人 々 の 誰 と も お な じ よ う に は 作 ら れ て は い

な い 。 現 在 の い か な る 人 と も お な じ よ う に 作 られ て い な い と あ え て 信 じ

て い る 」

Mevoiddoneseulsurlaterre,n'ayant.plusdefrere,deprochain,d'ami,

(17)d
esocietequemoi-meme.

「こ う し て わ た し は 地 上 で た っ た ひ と り に な っ て し ま っ た
。 も う兄 弟

も 、 隣 人 も 、 友 人 も い な い 。 自 分 自身 の ほ か に は と も に 語 る 相 手 もな いd

この二つの断章は、前者は 『告 白』の第一章にあり、後者は、絶筆 と

なった 『孤独な散歩者の夢想』の冒頭部分である。ここに語 られている

のは、晩年のル ソーの窮地へ追いこまれた孤独感であり、諦念といって

もよいひとつの境地である。自画像をえが きたいという願望は、世 間と

の異和感や、迫害されているという意識が原因となっている。ルソーは

人一倍sensibleな 人間であったし、自己のレゾン ・デー トル(存 在理由)

を求める意眛でも、自己の本当の姿 を披瀝 したかったのだろう。それま

でに類をみない自伝を執筆することは、ル ソーに とっては明確な文学的

意図であ り、彼のひそかな野心であったはずである。この企ては孤独な

生活の中で、ひたす ら自分の過去に沈潜 し、記憶のひだを想起しつつ行

なわれた。直接的な執筆動機は、信頼 していた友人たちのルソー批判、

(ヴォルテールの有名な小冊子 『市民の見解』など)や 、官憲の追放な

一61一



J.-JRousseauを 読 解 す る

どの事 実に対 して、す べて を弁 明 しよ うとした ことに あった と思 われ る。
(18)

ル ソーの 自伝作 品の主 な もの は、『告 白』以 前に も、 自伝 的な断章 はあ

るが、や はり、作 品の完成度か らい って 、次 の三 部作で あ る といえ よう。

1)『 告 白』(LesConfessions)死 後 発表 のつもりで、1766年 ご ろ

か ら、1770年 末 にか けて各地に放 浪 しなが ら執筆 し、朗読会 をや った記

録は あ るが、 出版 は死後4年 た った1782年 で あった。2部12巻 の 編年体

構成 で、伝 記上の事実 と、文 学 としての虚構が 混然 として作 品化 され て

いる。

2)『 対 話:ル ソー、 ジャンー ジャッ クを裁 く』(Dialogues,Rousseau

jugedeJeanJacques)『 告 白』 完成後 、1772年 か ら、この奇妙 な

題 の作 品を4年 かか って書 きあげ た。全編 を通 じ、被害妄 想 にみ ちた も

ので あるが、 自己を裁 くとい うこ とで 自分 の真の 人間性 を分析 してい る。

世 間 の代 表者 「フランス人」 とル ソー が対談 し、ジャ ンージャ ックを裁

くとい う形 式の一風変 った 自伝作 品で あ る。

3)『 孤 独 な散 歩者の夢想』(LesReveriesdupromeneursolitaire)

1776年 か ら78年 に かけせ書 かれ、ル ソー最後 の作 品であ る。病的 な

妾 想 もな くな り、エ ッセー風 に書 き上げ られ た内的観想の 記録で ある。

サ ン ・ピエー ル島の生活描写 は、名文 とい って もよい記述 で ある。静 か

な心境 を語 るル ソーの晩年 の姿 が彷彿 として くる。

晩年 のル ソー 、す なわち、1766年 以 降は、作 品の系列 か らみ て 《自己

表 出の時期 》 と規定 で きるで あろ う。

私 は、 これ らの 自伝 三部作 を題材 として、 「COnnOtatiOn」 へ 至 る読解 を

して きた。素 直な感 想 として 、私 自身は 『夢想』 に一番深 い感 銘 を受け

た。具体 的な事件 は描いて いな くて も、10編 の 「散歩」 に叙述 されて い

る文 章 は、種 々雑 多の経験 を内的に帰納 し高 めた内実 を持 って いる。『告

白』 と同 じエ ピソー ドが 出て くるが(例 えば、第4散 歩の 「リボン事 件」)
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この 『夢想』 にお いて は、事実 をの りこえた理 想主義者的観想へ純 化 さ

れ てい る。 自己に こだわ りつ づ けたル ソー は、 散 歩 と植物採集 とい う

自然の舞 台の上 で 、やす らかな 自己省察の うちに、最後 の 自分 の姿 を見

い出 したので あった。ル ソーは 『告 白』 において、一生 とい う時間の経

過 の中で 自分 を見 、『対話 』にお いて は二 人の人間 に語 らせ ることで 、体

系 としての 自己を検討 し、 『夢想』 にお いては、 意 識の流れに 自己 を見

い出 した といえるであ ろう。 いいかえれば、三つ の方法 論で 、自己分 析

を試みたの であ る。『夢想』の第5散 歩で次の よ うに叙述 す るル ソー は、

近代文 学 におけ る自我の問題 と実 存主義的認識 を予 告 している。

Maiss'ilestunetatoufametrouveuneassieteassezsolidepours'yreposer

toutentiereetrassemblerlasonetre,sansavoirbesoinderappellerlepasse

nid'enjambersur1'avenir:.............quecelui(sentiment)seulde

notreexistence,etquecesentimentseulpuissela(ame)remplirtout

(19)
entier:

「しか し
、魂が そこにす っか り休 息で きるほ ど堅 固な地盤 を思 い出 し、

そこに 自らの全存在 を集中 して 、過去 を呼 びおこす 必要 もな く未 来 を思

いわず らう必要 もない よ うな状態 。……私 達が存在 す る とい う感情 だけ

があ って、 その感情 だけが魂の全 存在 を満 たす こ とがで きるd

Dequoijouit-ondansunepareillesituation?Deriend'exterieurasoi,de

riensinondesoi-memeetdesapropreexistence,tantquecetetatdareon

(20)
sesuffitasoi-memecommeDieu.

「この ような境地 にあ って人は何 を楽 しむのか?自 己外部に あるな

にもので もなく、 自分 自身 と自分 の存在 以外 のなに もので もな い。 この状

態がつづ くか ぎ り、人はあたか も神 のよ うに 自分 だけで充足 した状 態 に

ある司

自己と直面 し、自己の現実存在にめざめ、そして、自己の正 しい姿を

一63一



J.-J.Rousseauを 読 解 す る

人々に示すこと。 これが、ルソーの基本的認識 と情熱であった。こ
..

の意 味で、ル ソー は、 まさ しく告 白文学の創 始者で ある といえ るであろ

う。ル ソーの 自伝作 品は、 いずれ も 〈虚〉 と 〈実 〉 を超 えた ところにあ
　 　 　 　

り、内な る魂の 叫び として我 々に訴えて くるの であ る。現代 の我々 に と

って、 「ル ソー を読 む」 ことの意 味は、 まさにこの点に あ るの ではな か

ろ うか。

私は、ル ソー読解を通 じて、文学における自我の問題および表現形式

としての告 白のあり方の問題に興味を抱いた。この小論では、それ らを

論 じる余裕はないが、この論考 をひとつの導入部 として考 えていきたい。
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